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1.組織の概要
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所 在 地
本 社 東京都港区⾼輪3-19-26 SOC⾼輪ﾋﾞﾙ9F

TEL:03-3393-3111
いわき⼯場 福島県いわき市遠野町⼊遠野字官沢22-1

TEL:0246-74-1911

設 ⽴ ⽇ 昭和25年5⽉（1950年）

資 本 ⾦ 1300万

環境管理責任者⽒名
及び

担当者連絡先

【環境管理責任者】近藤俊男

【担 当 者】近藤俊男

事業活動の内容 電線副資材の販売、電線資材の加⼯、電機絶縁材の製造・加⼯

事 業 規 模

エコアクション21
対象範囲

登録組織名：三喜産業株式会社
対象事業所：本社、いわき⼯場、全活動、全従業員としています。

本 社 いわき⼯場
従業員数(⼈) ５ ７
延床⾯積(㎡) 176.06 841.25

事業所名及び代表者 三喜産業株式会社 代表取締役社⻑ 末次琢



役割、責任及び権限

代表者

・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。
・環境経営に関する⽅針（環境経営⽅針）を定め、誓約する。
・効果的で必要⼗分な実施体制を構築する。
①各⾃の役割、責任及び権限を定め、全従業員へ周知する。
②EA２１を運⽤し、維持するための経営資源を⽤意する。

・環境経営全体の取り組み状況及びその効果を評価し以下の項⽬を含む総括的
な⾒直しを実施し、必要な指⽰を⾏う。
①環境経営⽅針
②環境経営⽬標及び環境経営計画
③実施体制

環境管理責任者
EA２１事務局

・取組対象の組織・活動の明確化
・環境への負荷と取組の状況を把握及び評価する。
・環境関連法規などの取りまとめ、並びに遵守状況を評価する。
・環境経営⽬標及び環境経営計画の策定、並びに達成状況・実施状況
を評価する。
・問題がある場合の是正処置、予防処置を実施する。
・教育・訓練を実施する。
・環境コミュニケーションを実施する。（内部、外部、環境経営レポート）
・環境上の緊急事態を想定し、その対応策を定める。
・緊急事態の試⾏・訓練の実施、試⾏・訓練後または緊急事態発⽣後
に対応策の有効性を検証し、必要に応じて改訂する。

従業員
・環境経営⽅針、環境経営⽬標及び環境経営計画の達成、
並びに環境関連法規などの遵守に必要な取組を実施する。
・環境経営⽅針、環境経営⽬標を達成するために、必要に応じて⼿順
書を作成し運⽤する。

2.環境経営実施体制
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代表取締役社⻑
末次 琢

環境管理責任者
近藤 俊男

いわき⼯場本社



3.環境経営⽅針
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理 念

当社は地球環境問題が⼈類共通の重要課題である事を強く認識し、

環境マネージメントに基づき環境負荷低減に向けた活動を実⾏し、

環境保全に貢献します。

⽅ 針

当社は、環境保全が経営の重要課題であることを踏まえ、電線副資材・製造加⼯販売に
おいて、環境システムを⾃主的・積極的に構築・運営実施し、継続的改善に努めます。
その⾏動指針を以下に定め実⾏します。

1.経営における課題とチャンスを的確に捉え、環境経営を実践します。
2.環境保全の以下の分野の継続的改善に努めます。 
・⼆酸化炭素排出量削減
・廃棄物排出量削減
・⽔使⽤量削減

3. 適⽤される環境関連法規等を遵守します。
4．グリーン購⼊を推進します
5．環境に配慮した製品及びサービスを提供します
6．5S活動を積極的に推進します
7.当社の全ての従業員に環境経営⽅針を周知すると共に、環境経営レポート
を公表し、環境コミュニケーションに取り組みます。 



4.中期環境経営⽬標
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(2022年度〜2024年度)

※事業年度（8/1〜7/31）

環境経営⽬標

2021年
（2021年1⽉〜
2021年12⽉)

2022年
（2022年1⽉〜
2022年12⽉)

2023年
（2023年1⽉〜
2023年12⽉)

2024年
（2024年1⽉〜
2024年12⽉)

単位 基準値 ⽬標値
(基準値x0.995)

⽬標値
(基準値x0.99)

⽬標値
(基準値x0.985)

⼆酸化炭素総排出量の削減 kg-CO2 36,830 36,646 36,462 36,278

電気使⽤量の削減 kWh 61,134 60,828 60,522 60,217

燃料使⽤量の削減（ガソリン） L 3,422 3,405 3,388 3,371

灯油使⽤量の削減 L 460 458 455 453

廃棄物排出量の削減

産業廃棄物排出の削減 kg 5,910 5,880 5,851 5,821

⽔使⽤量の削減

⽔使⽤量の削減 ㎥ 43.00 42.8 42.6 42.4



5.環境経営⽬標と実績・評価
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※事業年度（7/1〜6/30）

環境経営⽬標 単位
2021年実績

(基準年)
⽬標 実績 評価

2022年
(2022年1⽉〜
2022年12⽉)

2022年
(2022年1⽉〜
2022年12⽉)

⼆酸化炭素総排出量の削減 kg-CO2 36,830 36,646 40,392 Ｘ

電気使⽤量の削減 kWh 61,134 60,828 65,171 Ｘ

燃料使⽤量の削減（ガソリン） L 3,422 3,405 3,864 Ｘ

灯油使⽤量の削減 L 460 458 740 Ｘ

廃棄物排出量の削減

産業廃棄物排出の削減 kg 5,910 5,880 7,500 Ｘ

⽔使⽤量の削減

⽔使⽤量の削減 ㎥ 43.00 42.8 50.00 Ｘ

東京電⼒エナジーパートナー(株)：令和4年提出⽤ メニューJ（残差）0.443 kg-CO2/kWh
東北電⼒㈱ ：令和4年提出⽤  メニューC（残差）0.457 kg-CO2/kWh



6.環境経営計画の取組内容・結果
及びその評価
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環境経営計画 取組内容 結果 評価

⼆
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電気使⽤量の削減
・⼈が不在の部屋の消灯、使⽤場所
のみ点灯
・帰宅時にパソコン電源OFF

加⼯品の受注が増え⼯場稼働が増
えたことで未達成でした。 △

燃料使⽤量の削減
（ガソリン）

・エコドライブの徹底
・⾞両の定期点検実施（空気圧等） 営業訪問頻度が増えた為。 △

灯油使⽤量の削減 ・無駄遣いを減らす 厳冬にて暖房の使⽤頻度が増えた
為。 △

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

⼀般廃棄物の削減

・紙書類の電⼦化
・コピー⽤紙削減（両⾯コピー、裏
紙活⽤）
・分別の徹底
・マイバック、マイカップ、マイ箸
持参対応推進
・使⽤済み封筒の再利⽤

加⼯品の受注が増え⼯場稼働が増
えたことで未達成でした。 △

⽔使⽤量の削減 ・⽔の無駄遣いを減らす（出しっぱ
なしにしない）

出社頻度が増えたことで未達でし
た。 △



7.環境関連法規等の遵守状況確認
及び評価、違反・訴訟等の有無
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環境関連法規への違反はありません。
なお、関係当局より違反等の指摘はありません。

法規・条例 確認内容 評価の結果

フロン類の使⽤の合理化及
び管理の適正化に関する法

律

第１種特定製品の管理 ○

第1種特定製品廃棄時の義務 ○

都⺠の健康と安全を確保す
る環境に関する条例

⾃動⾞に起因する環境への負荷の低減取組
等 ○

廃棄物の処理及び清掃に関
する法律

産業廃棄物保管基準 ○

委託基準 ○

産業廃棄物管理票（マニフェスト） ○

浄化槽法

浄化槽設置時の義務 ○

浄化槽の保守点検及び清掃 ○

法定検査（第11条） ○

国等による環境物品等の調
達の推進等に関する法律 事業者及び国⺠の義務 ○

消防法 少量危険物及び指定可燃物の貯蔵・取扱 ○



9.次年度の環境経営⽬標及び
環境経営計画

10.代表者による全体評価と⾒直し結果
グローバル化が定着した昨今、私たちの業界を取り巻く環境も日々変化して
おり、旧態依然とした企業は、継続していくことが非常に難しい時代と思う。社
会情勢と実績次第では さらに目標の見直しを検討する必要があると思う。環
境経営において、引き続き計画をしっかりと実行し、改善事項として全社で取
り組んでいきたい。 代表取締役 末次 琢

※コロナ禍で営業活動の変化があるため、基準年を2020年度の実績とする
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環境経営目標

環境経営計画の取組

環境負荷項目
目標値

(2023.1~2023.12)

二
酸
化
炭
素
排
出
量
)
削
減

電気使用量の削減（kWh） 60,522 ・使用場所のみ点灯
・帰宅時にパソコン電源OFF

燃料使用量の削減（ガソリン）
（L） 3,388 ・エコドライブの徹底

・車両の定期点検実施（タイヤの空気圧等）

灯油使用量の削減（L） 455 ・無駄遣いを減らす

廃
棄
物
排
出
量
)
削

減 一般廃棄物の削減（kg） 5,851
・紙書類の電子化
・分別の徹底
・マイバック、マイカップ、マイ箸持参対応推進

水使用量の削減（㎥） 42.6 ・水の無駄遣いを減らす




